
〒720-0061　福山市丸之内一丁目８番

2024年2月17日(土)～3月31日(日)

清水比庵（1883～1975）は司法官・銀行

員・会社員・大学教師など社会活動の傍ら、

書・絵・歌を楽しんで独自の境地を切り開きまし

た。歌を基軸に、歌だけでは表現できない思い

を書画に託したともいわれ、自由な精神で作品

づくりに取り組んだ、穏やかで大らかな比庵の世

界を紹介します。

特別企画展

あんびるやすこ作品展

12月22日(金)～2024年3月3日(日)

特別企画展

地図・絵図展―城と城下町―新収蔵品展

企画展

―武家のオートクチュール―

井伏鱒二の文学、人柄を慕って多くの人が井伏のもとに集まりました。それらの文化人と

の対談も全集（筑摩書房）を補う形で上下2巻が刊行されています。座談の話題は

多岐にわたり、それらはすぐれた時代の証言ともなっています。

展示では、対談の中心となった話題をテーマごとにまとめて紹介するとともに、対談者と

井伏の関係についても解説展示します。

2024年1月2日(火)～14日(日)

「臨書展」に合わせ、古筆手鑑「あし邊」や張瑞

図、王鐸、何紹基、呉昌碩など当館の所蔵品を

代表する日本・中国の名品のうち「臨書テキスト」

に掲載の作品を厳選して紹介します。

冬の所蔵品展Ⅱ

2024年1月24日(水)～2月12日(月・休)

まといの色々

企画展 秋季特別展

かなの世界では、たおやかで優美な線の追求とと

もに、華麗な装飾や草木で染めた柔らかな色彩

を特徴とする料紙の美しさの追求も切り離せま

せん。様々な技法を駆使し、作家の情熱を注い

で作られた料紙とともに、そこに表現されるかなの

線の舞を紹介します。

4月5日(水)～5月14日(日) 7月7日(金)～8月20日(日)

幕末以降、西洋文化の流入により沈滞してい

た書の分野は、明治中頃から新しい流れの中

で漢字・かなともに一気に活気づき、昭和へと

受け継がれました。本展では、幕末の文人画家

や歌人などの書から、現代書道界で活躍した

書家たちの書を通して、個性豊かな近現代の

日本の書を紹介します。

企画展

小学生の女の子から絶大な人気を集める児童文学作家あんびるやすこの作品

展。「魔法」や「ドレス」「お菓子作り」「ハーブ」「ジュエリー」といったテーマで繰り広

げられる、はなやかでかわいい物語の世界。さらに、思いやりや頑張ることの大切さ

など、大事なことが飾りたてることなく自然に語られ、登場人物とともに、読者自身

も成長していけることも作品の魅力です。原画をはじめ、制作過程がうかがえるス

ケッチ、作家愛用の道具などを展示します。

8月1日(火)～8月20日(日)

「日本の書画－幕末から現代」
冬の所蔵品展Ⅰ

「清水比庵ー楽しさと優しさ」「桃源郷をたずねるー中国山水画と文人たちの理想」 「ベストセレクションー必見！－日中書の名品」

秋の所蔵品展Ⅱ

井伏鱒二ほど郷土を愛し、郷土を舞台にした作品を多く残した作家もまためずらしい。

井伏文学の出発は、「谷間」「朽助のゐる谷間」「丹下氏邸」など、郷土をとりあげたも

のですが、戦後の再出発も故郷を舞台とした「追剝の話」「白毛」などによってでした。

2023年は、井伏鱒二が亡くなってから、30年になります。現代文学史における井伏文

学の評価も定まってきていますが、没後30年を記念して、井伏の故郷と文学の関係に

ついて改めて考察していきます。

 ふくやま文学館　TEL(084)932-7010

　常設展　　｢福山市および近接市町ゆかりの文学者たち」　「井伏鱒二の世界」 (通年)

企画展

5月18日(木)～6月18日(日) 8月25日(金)～10月15日(日)

山水画は、墨の濃淡や筆線の抑揚、ぼかしやにじみ

を生かした水墨画のジャンルの一つです。実際にある

風景を写したものもありますが、多くは道教思想に見

る仙人が棲むという仙境の地、文人の憧れである理

想郷が表現されています。山水画の世界をお楽しみく

ださい。

12月21日(木)～2024年2月12日(月・休)

特別企画展

ー在所のことが気にかかる

２月

開館35周年記念特別展Ⅰ

８月

2024年2月18日(日)～3月27日(水)

日本刀史における巨匠、五郎入道正宗は、相州伝の作風を芸術の域まで昇華させた名

工として知られています。正宗の出現以降には、各地で「正宗十哲」と呼ばれる刀工が活

躍し、全国的に相州伝が波及していきました。

本展覧会では、国宝７点、重要文化財９点を含む約40点を展観し、新藤五国光や行

光など正宗の先人から、正宗に私淑したとされる刀工たちまで、正宗という巨匠を軸として、

古刀期における相州伝を概観します。

1月10月 3月

迷路絵本　香川元太郎の世界展培広庵コレクションを中心に

4月8日(土)～6月4日(日)

ー　ピカソ、マティス、シャガールたちの楽園と逃避

7月

新広島県美術展覧会

地中海に面し、豊かな自然に囲まれた南フランスは、20世紀を代表する巨匠パブ

ロ・ピカソやアンリ・マティス、マルク・シャガールをはじめ、多くの芸術家を惹きつけた地

域です。この地で多様な芸術家が互いに刺激を与え合うことにより、新しい芸術が生

み出されました。本展では、20世紀の南フランスにおける芸術家たちの交流、またそ

のまばゆい光の下で生み出された多彩な表現に着目し、国内所蔵作品を中心に、

およそ30作家による約100点の作品を展観します。

女性美をモチーフとした近代絵画の「美人画」は、江戸時代の浮世絵の流れ

をくみ、大正期から昭和初期に最も輝きを放ちました。培広庵コレクションはま

さにこの黄金期の優品を集めたもので、「美人画」といえばまず名前のあがる上

村松園、鏑木清方、伊東深水、竹久夢二らの作品を中心に、まさに百花繚

乱とうたわれるべき魅力に満ちています。その魅力を堪能できる選りすぐりの約

90点による、華麗で優美な世界をどうぞご堪能ください。

福山市美術展覧会

11月

正宗十哲
ー　名刀匠正宗とその弟子たち －

ＥＴＯをかく2024新春展

近代美人画 百花繚乱 ー　松園、清方、深水、夢二　ー

第18回一緒にかく古代文字展

12月23日(土)～2024年3月24日(日)

冬季所蔵品展　　人物画にこめられた思い　ー描く人と描かれる人
9月7日(木)～12月10日(日)

秋季所蔵品展　　私と作者の「あいだ」　ー作品からのメッセージ

前期:6月21日(水)～25日(日)

後期:6月28日(水)～7月2日(日)

特別展

2023年度（令和5年度） ふくやま文化ゾーン情報(予定)
４月 ６月

第15回ふくやま子ども

9月

開館35周年記念特別展Ⅱ

日程調整中

〒720-0067　福山市西町二丁目４番３号

芸術家たちの南仏

●開館時間／午前９時３０分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●観覧料－所蔵品展／一般３１０円（２５０円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※特別展の観覧料は別に定めます。

※所蔵品展・特別展ともに高校生以下無料

没後30年　座談の名手・井伏鱒二

9月15日(金)～11月26日(日)

第19回 ふくやま書道美術館臨書展

ようこそ！遊んで学べる絵本の世界へ！

秋の所蔵品展Ⅰ

2024年1月2日(火)～14日(日)

「かな－料紙と奏でる美しさ」

10月7日(土)～12月10日(日)

12月

福山市美術展覧会

夏季所蔵品展　　ワレモノ注意！－美術の世界の「ワレモノ」たち

前期:6月21日(水)～25日(日)

「生きる」美術展

6月29日(木)～9月3日(日）

10月20日(金)～12月13日(水)

後期:6月28日(水)～7月2日(日)

夏の所蔵品展Ⅱ

※都合により日程・展覧会名称等を変更することがあります。

7月15日(土)～9月18日(月･祝)

絵本作家・イラストレーターとして活躍する香川元太郎の「迷路絵本」と「歴

史考証イラスト」が並ぶ原画展です。迷路絵本は、歴史や動物、宇宙などさ

まざまなテーマが、かくし絵やクイズとして描かれています。歴史考証イラスト

は、歴史の舞台となった日本全国の城郭を、築城当時の姿で緻密に描き出

します。展示作品約200点、迷路体験コーナーが出現するほか、新作「福山

城」もお披露目となりますので、お楽しみに！

 ふくやま美術館　TEL(084)932-2345

春の所蔵品展

―受け継がれる刀匠の技―

風よけや部屋の仕切りとして

用いられていた屏風は、書を

貼りこんだ物も多く作られまし

た。本展では、江戸時代から

現代作家までの当館所蔵の

屏風を展観し、その魅力を紹

介します。

テーマ展

第53回世界児童画展

特別展

7月29日(土)～8月6日(日)

 ふくやま書道美術館　TEL(084)925-9222

「明末ロマン派－王鐸・瑞図・傅山らの熱情」 「The屏風－開けば広がる小宇宙」

4月6日(木)～6月25日(日)

●開館時間／午前９時３０分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●観覧料－所蔵品展／一般１５０円（１２０円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※高校生以下無料

春季所蔵品展 　大正アート･デモクラシー　ー個性の時代の美術

夏の所蔵品展Ⅰ

〒720-0067　福山市西町二丁目４番３号

明末の混乱期、王鐸を中心とす

るロマン派といわれる書家たちは、

心情を一気に表現し自由闊達な

書風へと表現の幅を広げていきま

した。その時代に活躍した王鐸・

張瑞図・傅山・倪元璐などの書を

紹介します。

幕末、激動の福山藩～その序～

「阿部正弘と日本開国―黒船来航―」

ふくやま草戸千軒ミュージアム

通史展示室「瀬戸内の歴史をたどる」

(ミニ展示を2か月ごとに展示替え)

1986年（天明6年）12月16日未明藩内の農民

は、相次ぐ凶作にもかかわらず、藩主の幕府役職就

任の祝儀米などを名目にした年貢の収奪に対して立

ち上がりました。この一揆は、農民の強い団結力と統

制のとれた行動で一人の犠牲も出さない一揆として

高く評価されています。

福山に開花した刀の世界

〒720-0061　福山市丸之内一丁目１番１号

 福山市人権平和資料館　TEL(084)924-6789

4月1日(土)～5月21日(日)

9月22日(金)～11月5日(日) 11月22日(水)～2024年1月8日(月・祝)

陣羽織・裃・打掛等、性別や状況によって、多

種多様な衣装があります。更に地布といった素

材だけでなく、それらを紡ぎ、装飾を成す糸にも

様々な色が確認できます。武家と奥方が着用

していた衣装を元に、その多様性とデザインにつ

いて紹介します。

4月16日(日)～6月30日(金)

※（　）内は２０名以上の団体

※企画展・特別展の観覧料は別に

定めます。

※常設展は高校生以下無料

●開館時間／午前９時～午後５時（入館午後4時30分まで）

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌平日)・年末年始

●観覧料－常設展／一般２９０円（２２０円）

大学生２１０円（１６０円）

 広島県立歴史博物館　TEL(084)931-2513

５回目の企画展となる今回は、西洋の古地図

を中心に紹介します。西洋製地図の発展史

は、欧米での「日本列島の形の模索」の歴史で

もありました。西洋と日本、相互に影響を及しな

がら発展した地図の歴史をお楽しみください。

福山城博物館は、福山市立博物館として、甲

冑・刀剣・藩主や城に関する文書等を寄付・

寄託頂くと共に公開しております。この度は、そ

の感謝の意を込め、2019年以降に新たに収

蔵した作品をご覧いただきます。

秋の企画展①

～第3部「辻詩」編～

2024年1月14日(日)～3月24日(日)

「守屋壽コレクションにみる『西洋の古地図と日本』」 「博物館のおしごと展」

秋の企画展②

日々の生活の中で、一人ひとりの人権が大

切にされ、心豊かに活動している瞬間や、

平和な社会を表現する写真を募集し、誰

もが参加できる「人権週間」のイベントとして

展示します。

原爆の残酷さを描いた絵本「おこりじぞう」の挿絵で知られる四

國五郎さんが戦後の反戦・反核運動を草の根的に行ってきた時

の「辻詩」（壁新聞）の原画展です。当時GHQの統制下に

あった日本では、反戦・反核運動は命がけの行動でした。戦争

の悲惨さを体験した四國五郎の弾圧に負けずに平和を訴え続

けた熱い思いを通して、戦争の悲惨さ、平和の大切さを考えま

す。

早春の展示

2024年1月25日(木)～3月31日(日)7月20日(木)～9月24日(日)

「原爆の絵」複製画展

企画展

「ふくやま人権・平和フォト作品」展

～基町高等学校の生徒と被爆体験証言者との共同制作による～

企画展

5月26日(金)～7月17日(月・祝)

９月10日(日)～11月26日(日)

●開館時間／午前９時30分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●入館料／一般１００円（８０円）

※（　）内は２０名以上の団体

※高校生以下無料

築城と共に海を埋め立てられることで福山の城下

町は設立されました。そして時代が進む中で、

様々な時代の絵図が描かれています。それらを元

に、城と町の変遷、更に現代の福山が成立して

いく様子をご覧いただきます。

12月３日(日)～2024年1月7日(日)

企画展

反戦詩・画人四國五郎の世界

江戸時代、泰平の世を迎える中で、武家には書・

画・和歌に代表されるような、一種の教養が求めら

れます。福山城博物館ではそうした藩主にまつわる

作品を多々所蔵しており、この度は市内寺社仏閣

や家臣団への下賜品を交えて公開します。

〒720-0061　福山市丸之内一丁目９番９号

●開館時間／午前９時３０分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●観覧料－常設展／一般３１０円（２５０円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※特別展の観覧料は別に定めます。

※常設展・特別展ともに高校生以下無料

●開館時間／午前９時～午後５時（入館午後4時30分まで）

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末

●入館料／一般５００円（４００円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※特別展の観覧料は別に定めます。

※高校生以下無料

藩主の風雅

福山では鎌倉時代の国分寺助国を初めと

して、法華一乗等様々な刀匠が活躍して

きました。また城下には、大阪などから刀匠

が転居し、作刀を始めます。この度はそうし

た福山にまつわる刀剣を展示します。

ホームページ　 Twitter

〒720-0067　福山市西町二丁目４番1号

4月28日(金)～7月17日(月・祝)

没後30年　井伏文学のふるさと

 福山城博物館　TEL(084)922-2117

福山藩阿部家7代藩主正弘は、老中首座とし

て黒船来航という難局に対面します。その結果

日米和親条約を締結し、明治維新への礎を築

きます。そうした正弘に関する資料を元に、いか

にして日本を開国に導いたかを紹介します。

11月23日(木・祝)～2024年1月21日(日)

「廉塾の器物」

菅茶山の世界

博物館では、展示を行うだけでなく、資料の収

集・管理や調査研究など、多岐にわたる活動

を行っています。しかし、それらの活動はあまり

知られていません。この展示では、博物館の

様々な調査研究活動等を紹介します。

「備後一宮　吉備津神社展」

4月1日(土)～5月31日(水)

草戸千軒展示室「よみがえる草戸千軒」

(通年展示)

2024年1月19日(金)～3月20日(水・祝)

備後有数の由緒を持つ、吉備津神社の大修

理完成を記念して、吉備津神社の歴史・文化

を紹介します。あわせて保存修理についてもとり

あげます。

5月

草戸千軒町遺跡調査研究所開所50周年記念

夏の展示

7月29日(土)～9月3日(日)
改修工事に伴い

臨時休館（予定）

「草戸千軒をたんけんしてみよう！」

「原爆の絵」は、被爆者の方が証言活動を行う際、言葉ではなかなか伝わりにく

い場面や状況を少しでも理解しやすいように絵画として表現したものです。それ

ぞれの証言者が修学旅行先などに被爆体験を話す際に、当時の状況をよりわ

かりやすく伝えるために「原爆の絵」は使われています。「原爆の絵」を通して、ロ

シアがウクライナに核兵器の使用を示唆したことに対して、核兵器の使用の禁止

と一刻も早い平和的解決を訴えていきます。

草戸千軒町遺跡から出土した様々な道具類を

展示します。中世の道具と現代の道具を比較

し、その違いの有無に注目します。小学校低学

年から楽しめます。

守屋壽コレクション

「近世の港町と鞆の浦」

近世文化展示室(2か月ごとに展示替え)

企画展

「水俣の海から」

7月9日(日)～9月3日(日)

水俣病、メチル水銀により中枢神経を中心とする神経系が障害を受ける中毒

性疾患です。原因は新日本窒素水俣工場の排水に含まれるメチル水銀です

が、チッソ城下町である水俣では、「会社あっての水俣」意識が強く、そのことに

よって原因究明が遅れ多くの患者を出す原因となり、また、患者や支援者に対

する偏見や差別意識が生まれました。弱者を犠牲にした公害発生の歴史的事

実を知り、安全な市民生活を送るためにはどうすればよいか考えていきましょう。

企画展

「福山藩天明の一揆」

9月30日(土)～11月19日(日)


